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機関リポジトリ業務とは

理解共有、
論文公開勧誘

①雑誌投稿論文の
原稿ファイルを送付

論文投稿、
著作権譲渡

出版社、学会

学内研究者

②公開可否確認

③登録・公開

機関リポジトリ

機関リポジトリ担当者

システム管理

ほか、大学の活動成果
（紀要、研究報告書、博士
論文等）の登録作業など

最大の仕事
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本講の内容

• 機関リポジトリと他システムとの連携の仕組み
– 機関リポジトリの特徴

• メタデータ
• OAI-PMH
• サービスプロバイダ（IRDB, OAIster等）
• メタデータフォーマット（junii2, oai_dc等）
• マッピング設定

– 国立国会図書館への博士論文提出
– 機関リポジトリコンテンツへのDOI付与

• システム担当者が行うこと
– 最初に行うこと
– 日常的に行うこと
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機関リポジトリと他システムとの
連携の仕組み
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Aリポ
ジトリ

CiNii

国立国会
図書館

機関リポジトリがあるだけでは、なかなか見つけてもらえません。
CiNiiなどで検索してヒットするように、機関リポジトリのデータを他の
システムにも連携させます。
そのための仕組みや、必要な設定を説明していきます。



機関リポジトリの特徴

• 論文等のメタデータを広く流通させ、学内研究成果
の視認性を向上させるのが機関リポジトリの特徴の
一つ。

• メタデータをjunii2（ジュニイツー）やoai_dc (オーエイアイディー
シー）等の所定の形式で用意しておくと、そのデータ
をOAI-PMH（オーエイアイピーエムエイチ）というプロトコルに
より自動収集してくれて、自サービスに登録し、サー
ビス展開してくれるプロバイダ（IRDB（アイアールディー
ビー）、OAIster（オイスター）等）がある。
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■メタデータ
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Aリポジ
トリ

リポジトリに対象を記録



メタデータ

• メタデータとは、データそのものではな
く、データについてのデータ。

• 目録の書誌項目もメタデータの一種。

• つまり、

– 論文タイトル

– 著者名

– 掲載誌名

– 抄録 等々

• 「目録規則」はない＝各機関で設計可。
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各リポジトリのメタデータ

Bリポジトリ
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旭川医科大学学術成果リポジトリ AMCoR
http://amcor.asahikawa-med.ac.jp/ (参照2018-05-06)

北海道大学学術成果コレクション HUSCAP
http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/ (参照2018-05-06)

Cリポジトリ

http://amcor.asahikawa-med.ac.jp/
http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/


■OAI-PMH
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Aリポジ
トリ

他シス
テム

ハーベスト
（＝刈り取り）

サービス
プロバイダ

データ
プロバイダ

メタデータを収集する仕組み



OAI-PMH

• データの自動収集によってメタデータを
交換するためのプロトコルの名称。

• OAI-PMH = Open Archives Initiative Protocol 
for Metadata Harvesting

Aリポジ
トリ

他シス
テム

ハーベスト
（＝刈り取り）

サービス
プロバイダ

通信上の手順
や約束事の取
りきめ
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データ
プロバイダ



OAI-PMH

• プロトコル概念図

• HTTP通信を使用するため、アプリケーションに依存しない。
• 本文ファイル（PDF等）はやり取りされない。
• メタデータの変更、削除記録も考慮される。
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Aリポジ
トリ

他シス
テム

ハーベスト
（＝刈り取り）

サービス
プロバイダ

データ
プロバイダ

①HTTPでメタデータを要求

②XMLでメタデータを応答

メタデータを
ちょうだい

はいどうぞ



OAI-PMH

• OAI-PMHの出力例
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■IRDB （学術機関リポジトリデータベース）
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Aリポジ
トリ

IRDB

ハーベスト
(＝刈り取り)

CiNii
Dissertations

ジャパンリンク
センター

CiNii
Articles

国立国会
図書館

JAIRO
IRDB
コンテンツ
分析システム

全データ 全データ

論文データ

DOI付与データ

博士論文データ

博士論文データ

サービスプロバイダからの
メタデータ流通

【注意】
本スライドにおけるIRDBの説明は平成30年度末で停止予定の旧IRDBのもの



IRDB （学術機関リポジトリデータベース）

• 国立情報学研究所（NII）が運営している
IRDBは、 各機関からの申込に基づき、リポ
ジトリのメタデータを収集するサービスプロ
バイダ。

• IRDBに収集されたメタデータは、JAIROや IRDBコンテ
ンツ分析システムで公開される。

• IRDBはCiNii Articles、CiNii Dissertations、国立国会
図書館、ジャパンリンクセンター等の他システムとの
連携により、日本の学術情報流通のハブとなってい
る。
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IRDB （学術機関リポジトリデータベース）

• 連携の概念図

• このように、1つのサービスプロバイダに提供すると、そのプロバイ
ダが別のサービスにデータ提供し、広がっていくこともある。
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Aリポジ
トリ

IRDB

OAI-PMHによる
ハーベスト（自動）

CiNii
Dissertations

ジャパンリンク
センター

CiNii
Articles

国立国会
図書館

JAIRO
IRDB
コンテンツ
分析システム

全データ 全データ

論文データ

DOI付与データ

博士論文データ

博士論文データ



JAIRO （学術機関リポジトリポータル）

• http://jairo.nii.ac.jp/ (参照2018-05-06)

• IRDBによって収集された国内機関リポジトリのメタ
データを検索できるサイト。
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http://jairo.nii.ac.jp/


IRDBコンテンツ分析システム

• http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php (参照2018-05-06)

• 国内機関リポジトリの詳細情報、コンテンツの統計
分析情報を閲覧できるサイト。
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http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php
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IRDBコンテンツ分析システム http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php (参照2018-05-06)

http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php


CiNii Articles と CiNii Dissertations

• http://ci.nii.ac.jp/ (参照2018-05-06)

• http://ci.nii.ac.jp/d/ (参照2018-05-06)

• IRDBから論文や博士論文のメタデータを取り込んで
検索サービスを提供
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日本の論文検索サイト

日本の博士論文検索サイト

http://ci.nii.ac.jp/
http://ci.nii.ac.jp/d/


IRDB （学術機関リポジトリデータベース）

• データ連携のタイミングには時差がある。
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Aリポジ
トリ IRDB

OAI-PMHによる
ハーベスト（自動）
例：毎週○曜日

CiNii
Dissertations

ジャパンリンク
センター

CiNii
Articles

国立国会
図書館

JAIRO
IRDB
コンテンツ
分析システム

全データ 全データ

論文データ

DOI付与データ

博士論文データ

博士論文データ

月次

原則として日次

ハーベストの頻度は
週次と月次が選べる。

• IRDBとCiNii Dissertationsとの連携タイミングは、http://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/irdb_harvest.html (参照2018-05-06)による。
• IRDBとジャパンリンクセンターとの連携タイミングは、http://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/pdf/JaLC_guideline_ver2.0.pdf (参照

2018-05-06)による。

http://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/irdb_harvest.html
http://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/pdf/JaLC_guideline_ver2.0.pdf


■junii2
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Aリポジ
トリ

他シス
テム

OAI-PMHによる
ハーベスト

サービス
プロバイダ

データ
プロバイダ

メタデータフォーマット

○○形式で
ちょうだい

はいどうぞ



junii2

• サービスプロバイダであるIRDBが求める
メタデータフォーマット。

• 日本国内における標準仕様として広く流通。
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OAI-PMHによる
ハーベスト（自動）
例：毎週○曜日

Aリポジ
トリ

IRDB

junii2形式
でちょうだい



junii2
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junii2
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junii2からJPCOARスキーマへ

• ver. 1.0 (2006)
– dc、dcterms、OpenURL (for Journal Articles)などの要素を取り
入れている。textversion、fullTextURLなどが特徴的

• ver. 2.0 (2011)
– creator等に著者IDを追加（実証実験）

• ver. 3.0 (2013)
– 学位規則改正(H25.4.1施行)、JaLC DOI等対応の拡張

• ver. 3.1 (2014)
– 学位授与番号の改訂

• JPCOAR(ジェイピーコア)スキーマ (2017)
– junii2を抜本的に改訂。研究データの記述や国際的な相互運
用性確保などに対応。階層化、識別子の拡充などが特徴的
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多くの場所から検索できるように

• 様々なサービスプロバイダからハーベストされるに
は、そのプロバイダが求めるデータ形式を用意する
必要がある。

Aリポジ
トリ

OAIster

oai_dc形式
でちょうだい

IRDB

junii2形式
でちょうだい

サービスプロバイダたち
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oai_dc とOAIster

• IRDBが求めるjunii2は、日本独自のメタデータフォー
マット。世界標準はoai_dc （オーエイアイディーシー） 。

• oai_dcは、Dublin Coreの15の基本要素で表されるメ
タデータフォーマット。OAI-PMHではoai_dcでの提供
は必須。

• OAIster（オイスター）は、OCLC（Online Computer Library 
Center）が運営するサービスプロバイダ。世界中の
機関リポジトリからoai_dcで収集されたメタデータは
WorldCatやOAIster専用インタフェースで検索できる。
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WorldCat

• https://www.worldcat.org/ (参照2018-05-06)

• http://oaister.worldcat.org/ (参照2018-05-06)
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世界最大の書誌・所蔵DB

OAIster専用インターフェース

https://www.worldcat.org/
http://oaister.worldcat.org/


■マッピング設定

Aリポジ
トリ

OAIster

oai_dc形式
でちょうだい

IRDB

junii2形式
でちょうだい

サービスプロバイダたち
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junii2用マッピング設定

oai_dc用マッピング設定

メタデータを流通のために複数の形式に変換



マッピング設定

• マッピングとは、機関リポジトリ内部の
メタデータを、外部に提供するメタデー
タフォーマット(junii2やoai_dc等)で出力
するために対応させることをいう。

• メタデータをマッピングにもとづきフォーマットに変換
するプログラムのことをクロスウォークという。
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マッピング設定
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junii2用マッピング設定

内部のメタデータ junii2形式のメタデータ

oai_dc形式のメタデータ

内部 junii2 oai_dc

タイトル title dc:title

著者 creator dc:creator

… … …

oai_dc用マッピング設定

マッピング表



マッピング設定
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他システムとの連携の仕組み

Bリポジトリ

IRDB

OAIster

etc

etc形式で
ちょうだい

サービスプロバイダたち

OAI-PMHによる
ハーベスト
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Xリポジトリ

Aリポジトリ

マッピング設定
（junii2用, oai_dc用, etc用）

CiNii

JAIRO

junii2形式
でちょうだい

WorldCat

oai_dc形式
でちょうだい



メタデータ作成・修正・削除の留意点

• サービスプロバイダが求めるメタデータを作成する。
• IRDBとその連携先が求めるメタデータについては、

https://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/irdb_harvest.html
「IRDBハーベストについて」(参照2018-05-06) をチェック。
– CiNii Articlesへのデータ連携を行うメタデータの条件
– CiNii Dissertationsへのデータ連携を行うメタデータの条件
– 国会図書館へ提出するメタデータのフォーマットチェック
– JaLCへ提出するメタデータのフォーマットチェック

• メタデータを削除・修正した場合、サービスプロバイダ
やその連携先にデータの削除・修正が反映されないこ
とがある。→連携の仕組みを理解し、安易に削除・変
更を行わないように。
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https://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/irdb_harvest.html


■国立国会図書館への博士論文提出
■機関リポジトリコンテンツへのDOI付与
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Aリポジ
トリ IRDB

OAI-PMHによる
ハーベスト

ジャパンリンク
センター

国立国会
図書館

DOI付与データ

博士論文データ

システム連携の実例



国立国会図書館への博士論文提出

• 提出方法は次の3つ
① IRDBと連携している機関リポジトリで公表する場合

→システム連携により自動提出

② IRDBと連携していない機関リポジトリやホームページ等
で公表する場合→国立国会図書館の送信システムによ
り、手動で提出

③ インターネットを利用して論文の全文を公表しない場合
→電子形態なら送信システムにより、冊子形態なら郵送
等により、手動で提出

※ 博士論文の提出とは別に、「学位授与報告書の写し」を国立国会図書館に

送付しなければ博士論文が公開されません。ご注意ください。
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国立国会図書館への博士論文提出

• システム連携の概念図
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Aリポジ
トリ

①OAI-PMH（junii2）により
メタデータ収集

③メタデータに基づき
本文ファイル収集

IRDB

国立国会
図書館

②メタデータ連携



国立国会図書館への博士論文提出

• 国立国会図書館は以下の条件でメタデータを
収集

– NIItypeが ”Thesis or Dissertation”
(資源タイプ)

– textversionが ”ETD” でfulltextURLがある
(著者版フラグ)

– dateofgrantedが ”2013-04-01” 以降
（学位授与年月日）
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機関リポジトリコンテンツへのDOI付与

• DOI （Digital Object Identifier; デジタルオブジェクト識別子）とは

– DOI(ディーオーアイ)は、インターネット上のドキュメント

に恒久的に与えられる国際的な識別子。論文な
どの識別子として広く使用されている。

– http://doi.org/に続けてDOIを入力すると論文の
所在するURLに自動転送される。この仕組みによ
り、ドキュメントへのリンク切れを防ぐことができる。
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機関リポジトリコンテンツへのDOI付与

• DOIの構成

例： 10.1038/nchembio.1524

http://doi.org/10.1038/nchembio.1524 にアクセスすると、

https://www.nature.com/nchembio/journal/v10/n6/full/nchembio.1524.html

に自動転送される。将来、後者のURLが変わってもDOIは変わらない。

Prefix（プレフィックス）
・出版社等の各機関固有の番号
・DOI登録機関が出版社等に付与

Suffix（サフィックス）
・コンテンツを特定する番号
・出版社等によって付与

2018年度機関リポジトリ新任担当者研修 41



機関リポジトリコンテンツへのDOI付与

• DOIに関わる機関

– DOIは国際DOI財団（IDF）が管理。

– IDFは直接DOIを登録せず、IDFによって認可された
DOI登録機関（RA: Registration Agency）がPrefixを出
版社等に付与。

– 有名なRAの1つがCrossRef。CrossRefには主に海外の
学術雑誌出版社が会員となり、登録している。

– 日本初のRAは、ジャパンリンクセンター（JaLC）。JaLC

は、科学技術振興機構、物質・材料研究機構、国立
情報学研究所、国立国会図書館が共同で運営。

2018年度機関リポジトリ新任担当者研修 42



機関リポジトリコンテンツへのDOI付与

• リポジトリコンテンツへのDOI付与
– まずは、JaLC正会員であるNIIを通じてJaLC準会員になる。手続きは

http://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/jalc.html (参照2018-05-06)
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JaLC準会員：大学等

JaLC正会員：NII等

左図は
https://japanlinkcenter.org/top
/admission/index.html (参照
2018-05-06)

http://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/jalc.html


機関リポジトリコンテンツへのDOI付与

• リポジトリコンテンツへのDOI付与（続き）

– JaLC準会員にはPrefixが付与され、機関リポジトリのコン
テンツにJaLC DOIを付与する資格が与えられる。CrossRef
DOIの付与は有料オプション。

– DOI連携の概念図
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A大学
JaLC準会員

NII
JaLC正会員

Aリポジ
トリ

OAI-PMH
（junii2）

CrossRef

IRDB JaLC

OAI-PMH
（junii2）

DOI付与データ
作成

DOI付与データ
収集

DOI付与データ
収集・DOI登録



機関リポジトリコンテンツへのDOI付与

• 登録方法は、NIIの「IRDB(JAIRO)データ提供機関のため
のDOI管理・メタデータ入力ガイドライン」バージョン2.0
http://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/pdf/JaLC_guideline_ver2.0.pdf
(参照2018-05-06)

• 登録できるコンテンツ
– 自機関で出版（学位授与）、または出版者から管理委託された
コンテンツ（紀要など）

– 著者版コンテンツ

– 1991年～2000年度の博士論文で、国立国会図書館で既に
JaLC DOIを登録している論文は、リポジトリでもそれと同じDOIを
登録する。同じDOIが付与された場合、マルチプルレゾリュー
ションという機能によって、複数のURLにナビゲーションされる
仕組みがある。
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http://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/pdf/JaLC_guideline_ver2.0.pdf


マルチプルレゾリューション

• 1つのDOIで複数のコンテンツ所在情報（URL）を示すようにす
る仕組み。

• 対象は1991年～2000年度、2013年4月以降に学位授与され
た博士論文。

• 例） doi:10.11501/3111319
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システム担当者が行うこと



最初に行うこと

• システム構築の段階で行うこと
– メタデータ設計

–マッピング設定

• データ登録し、公開の準備ができたら最初に
行うこと
– OAI-PMHの出力確認

– OAIデータプロバイダリストへの登録

– IRDBへのデータ提供申請

–各種ディレクトリへの登録
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メタデータ設計／マッピング設定

• メタデータ設計とマッピング設定は資料種別
(学術雑誌論文、学位論文など）ごとに行う。

• 機関リポジトリの内部に持つメタデータは、自
由に設計してよい。

• 同時に、サービスプロバイダが求めるメタ
データフォーマット（IRDBならjunii2)に従って出
力されるように設計する。
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メタデータ設計／マッピング設定

• ①junii2対応メタデータ、②oai_dc対応メタデータ、③独自に

持つべきメタデータを考える必要がある。例）査読の有無、機関
独自の教員番号など
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①junii2対応②oai_dc対応

③独自に持つメ
タデータ

Junii2形式でも
oai_dc形式でも出

力しないデータが
あってもよい



OAI-PMHの出力確認

• マッピング等が正しく設定できているか、意図したとおりにメタデー
タが出力されるか、ウェブブラウザで要求URLを打ってOAI-PMHの
出力を確認する。

• baseURLは、各機関リポジトリで異なる。自機関のbaseURLを把握
しておくこと。
– 一橋大学HERMES（DSpace）

http://hermes-ir.lib.hit-u.ac.jp/rs-oai/request (参照2018-05-06)

– 旭川医科大学AmCoR（XooNips）
http://amcor.asahikawa-med.ac.jp/modules/xoonips/oai.php (参照2018-05-06)

– 東北学院大学（JAIRO Cloud（WEKO））
https://tohoku-gakuin.repo.nii.ac.jp/oai (参照2018-05-06)
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baseURL?verb=コマンド&パラメタ=引数

http://hermes-ir.lib.hit-u.ac.jp/rs-oai/request
http://amcor.asahikawa-med.ac.jp/modules/xoonips/oai.php
https://tohoku-gakuin.repo.nii.ac.jp/oai


OAI-PMHの出力確認

• コマンドとパラメータ
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コマンド 説明 指定可能パラメタ

Identify どんなリポジトリですか？

ListMetadataFormats どんな形式でデータを出力できますか？ i

ListSets どんな集合がありますか？ r

GetRecord データを1つください m, i

ListIdentifiers IDリストをください m, s, f, u, r

ListRecords データを全部ください m, s, f, u, r

パラメタ 説明

metadataPrefix このデータ形式で

set この集合のデータを

from この日時のデータから

until この日時のデータまで

identifier このIDのデータを

resumptionToken 次項のデータを

北海道大学附属図書館野中雄司氏
作成「機関リポジトリのメタデータ概
論（平成22年度学術ポータル担当者
研修）」より
https://www.nii.ac.jp/hrd/ja/portal/h
22/txt8-w-1.pdf (参照2018-05-06)



OAI-PMHの出力確認

• 要求URLの例
– baseURL?verb=Identify 基本情報を教えて

– baseURL?verb=ListRecords&metadataPrefix=junii2
junii2形式でデータ全部出して

– baseURL?verb=ListRecords&metadataPrefix=oai_dc&f
rom=2018-04-24&until=2018-04-30 2018年4月24日
から4月30日までに登録・更新されたデータをoai_dc
形式で出して

2018年度機関リポジトリ新任担当者研修 53



OAI-PMHの出力確認
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http://amcor.asahikawa-med.ac.jp/modules/xoonips/oai.php?verb=Identify (参照2018-05-06)

http://amcor.asahikawa-med.ac.jp/modules/xoonips/oai.php?verb=Identify


OAI-PMHの出力確認
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http://amcor.asahikawa-med.ac.jp/modules/xoonips/oai.php?verb=ListRecords&metadataPrefix=junii2 (参照2018-05-06)

http://amcor.asahikawa-med.ac.jp/modules/xoonips/oai.php?verb=ListRecords&metadataPrefix=junii2


OAI-PMHの出力確認

2018年度機関リポジトリ新任担当者研修 56

http://amcor.asahikawa-med.ac.jp/modules/xoonips/oai.php?verb=Identify (参照2018-05-06)

http://amcor.asahikawa-med.ac.jp/modules/xoonips/oai.php?verb=Identify


deleteレコードの扱い

• OAI-PMHにおける、削除レコードの扱い方針

• サービスプロバイダは差分データをハーベストしているのでデータを
削除すると反映されない。上記の方針のうち、persistentかtransientを
選択し、削除履歴を残すこと。
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削除レコードの扱い方針 説明

no 削除履歴を保持しない

persistent 削除履歴を永続的に保持

transient 削除履歴を保持するが永続性は保証しない



OAIデータプロバイダリストへの登録

• まずは、本家であるOpen Archives Initiativeの
データプロバイダリストに登録する。
http://www.openarchives.org/Register/BrowseSites (参照2018-05-06)

• このリストは、世界中のサービスプロバイダに
向けて公開されている。

• 「機関リポジトリを公開するとは、このリストに
登録すること」とも言える。
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OAIデータプロバイダリストへの登録

• 登録方法
http://www.openarchives.org/Register/ValidateSite (参照2018-05-06)
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テストするならValidate onlyに、
登録するならRegisterにチェックし、
baseURLを入れて
Validate baseURLボタンを押す。

http://www.openarchives.org/Register/ValidateSite


OAIデータプロバイダリストへの登録

• 登録方法（続き）

2018年度機関リポジトリ新任担当者研修 60

結果を画面で確認
する。



OAIデータプロバイダリストへの登録

• 登録方法（続き）
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確認メールが届くので、
続けるなら所定のURLに

アクセスし、画面の指示
に従って登録する。

なお、確認メールはOAI-
PMHのIdentify命令の出

力結果に記載されている
アドレスに届く。



IRDBへのデータ提供申請

• NIIのIRDBからハーベストされるには、申請が必
要。

• 申請方法
– IRDBの運用規程及び運用細則に基づき、「データ提
供申請書」及び「担当者・システム情報届出書」を
メールで提出する。手続き方法や申請書等の様式は
次を参照。
• https://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/ (参照2018-05-06)

– JAIRO Cloudの新規申込と同時に申込む場合は、
「データ提供申請書」及び「担当者・システム情報届
出書」の別途提出は不要。

2018年度機関リポジトリ新任担当者研修 62

https://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/


各種ディレクトリへの登録

• 業界への周知
– 世界の機関リポジトリリスト

• OpenDOAR: Directory of Open Access Repositories 

– 日本の機関リポジトリリスト
• NII学術機関リポジトリ構築連携支援事業

http://www.nii.ac.jp/irp/list/ (参照2018-05-06)

– ちなみに、自機関でオープンアクセス方針を定めたと
きも業界に周知するとよい。
• ROARMAP: Registry of Open Access Repository Mandates 

and Policies 

• JPCOAR: オープンアクセス方針・実施要領 リンク集
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http://www.nii.ac.jp/irp/list/


日常的に行うこと

• アクセスログのチェック

• 障害予防、障害発見

–ディスク領域

– IRDBハーベスト実行結果のチェック

– （DSpaceの場合）HANDLEが機能しているか

• 機関リポジトリの稼働状況チェック

– IRDBコンテンツ分析システム
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アクセスログのチェック

• アクセス数は機関リポジトリの評価指標の１つ。定期
的にアクセス統計を確認するとよい。

• 障害発生時にはアクセスログを確認し、原因を特定す
る。

• 大量アクセスの原因
– 個々の利用者によるアクセスが増えていた→Wikipedia、
新聞、高名ブログへの掲載をきっかけにアクセス数が突
発的に増加することがある→広報のきっかけにできるか
も。

– システマティックなアクセスが大量→ログに短時間の大量
アクセスの様子があれば、IPを特定する。学外からならア
クセスをブロック、学内からならウィルス感染を疑いPCを
特定する等の対応を行う。
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例
前月の値は
「520」・・・



IRDBハーベスト実行結果のチェック

• IRDBのハーベスト実行結果はメールで届く。
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GET（ハーベストされた数）、
LOAD（IRDBにロードできた件数）、

ADD（うち、新規追加件数）、
UPD（うち、更新件数）、
DEL（うち、削除件数）

ERR（IRDBにロードできなかった件数）
とERRを起こしているメタデータが特定
できる。



IRDBハーベスト実行結果のチェック

• エラーがあるとIRDBに登録されないので、エ
ラーの原因を特定し、対応する。

• エラーについての解説は下記のサイトを参照。
http://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/irdb_harvest.html
(参照2018-05-06)

• それでも分からない場合は ir@nii.ac.jp まで
問い合わせる。
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IRDBコンテンツ分析システム

• http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php (参照2018-05-06)

• 国内機関リポジトリの詳細情報、コンテンツの統計
分析情報を閲覧できるサイト。

• 自機関リポジトリの資源別コンテンツ数等の統計も
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http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php


さいごに

• あらゆる技術、ノウハウは、ほんのわずか先に
着手した人たちが模索＋確立してきたもの

– OAI-PMH仕様（2002→日本語化2003-2004）

– DSpace/EPrints実装実験（2004）

• Cf. 日本目録規則（1943）、目録情報の基準（1986）

• みな、普通の図書館職員が作り上げてきた

– 「不便」「こうなるとよい」と思ったら開発・整備に参加
しよう（JPCOAR作業部会・タスクフォース）

• リポジトリ構築、コンテンツ収集のノウハウも然り
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